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（ 3 人増）
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今号の主な記事

市主催事業等へお出かけの際は、マスクの着用、体温の測定、手指の消毒にご協力ください。体調がすぐれない場合は、ご遠慮ください。

◆市民センタートイレ改修工事…２面　◆市有地の売却…３面　◆地域サロンを開設します…５面　◆１２月３日～９日は障害者週間…６面

館蔵企画展 「長崎莫人展」
１２月５日（土）～令和３年１月１７日（日）　青梅市立美術館

　富山県出身の長
なが さ き ば く じ ん

崎莫人（１９２９年～）は、 日本画家 ・岩崎巴人との親交を得て絵画の道に進んだ異色の画家です。
　正統な美術教育は受けていませんが、 富山大学在学中に富山県展に出品した油彩画が棟方志功に絶賛され、 大学卒業後は専ら日本画家として、 新興美術院展やアン
デパンダン展を中心に活動してきました。
　本展では、 所蔵する作品の中から、 １９６０～９０年代に製作された、 雄大な山の景色を描いた大型作品を中心に、 約４５点の作品を展示します。

長崎莫人 《赤い山》 紙本着色　１９７０年

会期 ・時間 １２月５日（土）～令和３年１
月１７日（日）　午前９時～午後５時（入
館は４時３０分まで）

※月曜日（３年１月１１日を除く）、 １２月
２９日～３年１月３日、 １月１２日は休館

主催 ・会場　青梅市立美術館
観覧料　大人２００円、 小 ･中学生５０円
※障害者手帳をお持ちの方と付き添いの方１人
は無料（障害者手帳を提示）、 市内在住の
６５才以上の方は無料（免許証や保険証など
住所と生年月日の分かるものを提示）、 市内の
小 ・中学生は土 ・日曜日、 祝日は無料

※青梅市吉川英治記念館との２館共通観覧券
（大人６００円、 小 ・ 中学生２００円）を
販売しています。

その他

▽新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 ギャラ
リーガイド等の開催はありません。

▽マスクの着用、 体温の測定、 手指の消毒にご
協力ください。

▽体調がすぐれない場合は、 来館をご遠慮くださ
い。

▽展示替え等のため、 １２月４日（金）まで臨
時休館となります。

問い合わせ　市立美術館☎２４－１１９５

　当院で発生した院内感染およびクラスターは、新たな感染が発生していない状況から、１１月６日に、終息したものと判断しました。

　１０月１０日から行っていた緊急事態措置の解除に伴い、１１月９日から通常診療を再開しています。

　患者さんをはじめご家族、地域の方々には、長期間にわたりご迷惑とご心配をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。あわせて、個人・団体等多くの

方々から、医療用資材の提供や励ましのメッセージなど、あたたかいご支援をいただきましたことに心より感謝申し上げます。

　当院は、今後も感染防止対策の強化を図り、安全で安心な療養環境の提供に努めていきます。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　詳細は、当院ホームページに掲載しています。

問い合わせ　総合病院管理課☎２２－３１９１

青梅市立総合病院　新型コロナウイルス感染症院内感染が終息しました

　感染の状況 　院内感染の収束および再発防止への取り組み

東京都西多摩保健所、東京都実地疫学調査チーム、東京都感染対策支援チーム、（公社）東京都

看護協会による協力・指導のもと、院内感染の拡大防止と収束に取り組みました。

　今後も、院内感染が再び発生しないよう、また、万一発生した場合でも、最小限に抑え込むよう、

次の方針に基づき、取り組みを継続していきます。

①感染疑い者の早期発見…職員や患者さんの発熱等健康状態を常に監視し、感染が疑われる場合は、

ＰＣＲ検査を実施する。

②初期対応の迅速化…陽性者が判明した場合は、ただちに接触者の特定作業を行い、感染状況を把

握するため、ＰＣＲ検査を積極的に実施する。あわせて、患者さんの隔離、職員の就業制限を行い、

感染伝播・拡大の可能性を最小限にする。

③感染教育の徹底…感染防護具（ＰＰＥ）について職員に対する再教育を行う。患者さんのリスクに応

じた適切なＰＰＥの選択、ケアごとのＰＰＥ交換、手指消毒、器材消毒など、感染防御の徹底を図る。

④病棟間移動の最小化…病棟間の患者移動や医療従事者の移動を最小限とすることで、感染伝
で ん ぱ

播の

防止を図る。

①感染判明状況（令和２年８月２６日～１１月５日・累計）

区分 患者 職員等 計

病棟Ａ（８月２６日～９月２５日） ９人 １５人 ２４人

病棟Ｂ（９月１５日～１０月１５日） １５人 ２６人 ４１人

病棟Ｃ（１０月７日） １人 ０人 １人

病棟Ｄ（１０月９日） １人 ０人 １人

その他 ― ２人 ２人

合計 ２６人 ４３人 ６９人

死亡者 ６人 ― ６人

※（　）内は、最初に陽性者が判明した日・期間
※その他は、院内感染の可能性が低いとみられる陽性判明者数

②感染判明者の居住区域

市内 市外 計

３８人 ３１人 ６９人


